
この広報誌は皆さまからご協力頂いた社協会費により発行しています。

いなしきいなしき

▲このマークは社会福祉協議会の「社」を図案化し
「手をとりあって明るいしあわせな社会を建設する姿」
を表現しています

社協とは社会福祉協議会の略称です。
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発行元 :稲敷市社会福祉協議会　稲敷市江戸崎甲1992
電　話　029-892-5711　FAX　029-892-5922

社協会費は市内のさま
ざまな地域福祉事業を
実施するために活用さ
れています。

入会方法 : 老人クラブ連合会担当事務局まで直接お申込み
　　　　　ください。
場　　所 :稲敷市江戸崎甲1992　稲敷市社会福祉協議会
　　　　　（江戸崎福祉センター）
T　E　L : 029-892-5711
〇老人クラブ活動へ興味がある方は事務局までご連絡ください。

あなたの入会を待っています。

稲敷市老人クラブ連合会　福祉・芸能大会稲敷市老人クラブ連合会　福祉・芸能大会
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　皆様からいただきました社会福祉協議会会費は，住み慣れた地域社会の中で，生涯に
わたって安心して生活できる「安心して暮らせる　やさしいまち　稲敷」の実現を目指し，
高齢者福祉や障がい者福祉，ボランティア活動の推進など，幅広い地域福祉事業を実施
するために活用させていただきます。
　本年度も皆様の福祉事業へのご理解・ご協力及び，行政区長をはじめ役員の方々のご
支援・ご協力ありがとうございました。

令和６年３月14日現在

◆　一般会費　◆
江戸崎地区　・・・・・　2,507 世帯 1,250,550 円
新利根地区　・・・・・　1,819 世帯 913,100 円
桜 川 地 区　・・・・・　1,221 世帯 603,500 円
東　地　区　・・・・・　2,028 世帯 1,014,000 円

◆　特別会員　◆
一般社団法人　みらい 10,000 円
（有）東関東サービス 10,000 円

会費総額　　7,577 件　　3,801,150 円

令和 5年度稲敷市社会福祉協議会 会費報告

●寄付金・物品寄付のご協力（敬称略・順不同令和5年2月24日から令和6年2月13日）
　市民のみなさまからの善意（金銭、物品などのご芳志）は市内の地域福祉推進及び施
設への『善意のかけ橋』となって事業を展開しています。ご協力をいただき、ありがと
うございました。

いただきました、寄付金・物品は、稲敷市の地域福祉推進に活用されています。

内埜　朱美　（マスク・えんぴつ） 宮本看護専門学校（マスク 10箱）
幸田不二雄　（チラシのゴミ箱） ㈱ダイナム　　　　（食料品６品他３品）
坂本　英子　（紙おむつ２袋） 髙橋　信子　　　　（手作り人形）
篠﨑　春雄　（タオル） 退職公務員会稲敷支部新利根班（タオル32枚）
退職公務員会稲敷支部江戸崎班（タオル159枚　ティッシュ107箱　マスク６箱他）
退職公務員会稲敷支部東・桜川班（フードバンク含む）
匿名　９件（紙おむつ７袋・バスタオル７枚・マスク・肌着他）

物 品

稲敷市農業委員会　様 退職公務員会稲敷支部江戸崎班 様

稲津幸子
ともしびサークル
稲敷市農業委員会

寄附金
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善意銀行にご協力をお願いします
　稲敷市社会福祉協議会では、寄付金や物品、使用済切手など、市民の皆様よりご寄付
を受け付けております。
　市民のみなさまから集められた使用済み切手・使用済み磁気カードは茨城県社会福祉
協議会に送付し、専門業者などに買い取ってもらい換金されたのち、茨城県内の福祉活
動支援のために役立てられます。

菊地武雄　天王町いきいき応援団　内埜朱美　土浦県税事務所稲敷支所　笹森千惠子
山本悦子大和スレート㈱　幸田君子　鴻野菓子店　㈱タナカ　聖苑香澄売店　浜田商店
市川勝子　宮内幹男　ふれあいボランティア　新利根児童クラブ　（医）盡誠会宮本病院
（有）東運輸　有坂勝芳　木村正義　佃洋子　（株）いずみや　稲敷市役所　匿名 9件

＜使用済切手の収集について＞
①切手の周囲を 5㎜～ 10㎜の余白を取って台紙ごと切り取ってください。
②消印がはっきり残っている場合は、消印ごと切り取ってください。

●使用済み切手・使用済み磁気カード寄付のご協力
（敬称略・順不同　令和 5年 2月 24日から令和 6年 2月 13日）

　お寄せいただいたご芳志に深く感謝を申し上げ、今後ともあたたかいお力添えをお願
い申し上げます。

●使用済み切手・書き損じ・未使用はがき寄付のご報告
　令和 5年度使用済み切手・書き損じはがきの寄付にご協力いただきありがとうござい
ました。
　市民の皆様から集められた使用済み切手・書き損じはがきを茨城県社会福祉協議会へ
送付しました。

切手（使用済）　　　　　約 60,500 枚　　　切手アルバム　1冊
書き損じ・未使用はがき　 約 180枚
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　令和６年能登半島地震義援金を１月４日から開始し、義援金として多くの皆様よりご
厚志を賜りました。引き続き令和６年６月 28日（金）まで義援金の受け付けをしており
ますのでご協力お願いします。

稲敷市江戸崎中学校昭和44年卒業生一同「若竹の会」 稲敷市身体障害者福祉協議会

令和 6年能登半島地震災害義援金の
ご協力をいただきました。

いきいき田宿サロン、匿名 4名（※敬称略）

　義援金合計 111,870 円（令和６年２月 29現在）

稲敷市共同募金助成事業として福祉体験学習を実施しました。
　近年増加している台風や地震等の自然災害に備えて、市内小学校 5・6年生を対象に
防災体験学習を実施しました。 ありがとうメッセージ

●日頃から防災について家族で確
　認し合う大切さを学びました。
●いざという時のイメージが出
　来ました。
●震災後に生まれた子供たちに
　も大事な経験でした。
●災害を具体的にイメージし備え
　ることが大切だと感じました。
●今後の防災に役立てたいと思
　います。
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　ハートピアいなしきにて、市民の皆様よりご寄付をいただきました。
皆様のご厚意に感謝申し上げます。

　天台宗茨城仏教青年会より、お供え物一式を寄贈いただきました。
　お預かりさせて頂きました善意は、「生活不安を抱えている家庭や施設の方々が、少し
でも心穏やかに安心して暮らせる社会の実現のため。」との思いに寄り添い、市内の施設
や子ども食堂、生活困窮している方に配らせていただきました。

※そのほか、古紙回収事業では多くの皆様に
　ご協力いただきありがとうございました。
おかげさまで利用者様に、より多くの工賃
を支給することができました。重ねてお礼
申し上げます。

いただきました寄付金は、イベントやお楽しみ会などで使用させております。

東地区更生保護女性の会

吉岡　輝彦　タオル複数本
中津　晴雄　タオル複数本
水口　輝樹　陶器　等
依田まゆみ　トンボ玉、手作り手芸品
松木　　　　手作りえんぴつ立て

ハートピアいなしきご寄付の報告（敬称略・順不同）

天台宗茨城仏教青年会寄贈の報告

寄附金

物 品

クリスマス会
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・令和５年 1月から、一部のコロナ特例貸付の償還（返済）が始まっています。
    しかし…

・生活や仕事に心配な事がございました
　ら、ひとりで抱え込まずに、お気軽に
　ご相談ください。

・住所変更された方で、報告が済んでい
　ない方がいらっしゃいましたらご連絡
　下さい。

　などのお悩みを抱えている方はいらっしゃいませんか？

　稲敷市社会福祉協議会では、NPO法人フードバンク茨城と連携して、生活にお困り
の方への食の提供を行っております。廃棄食品を減らし、同時に食の確保に困っている
人を支援する、「もったいない」を「ありがとう」に変える活動です。
ご家庭に眠っている食品がございましたら、ご協力をお願い致します。

～生活福祉資金新型コロナ特例貸付を利用された方へ～

～きずなBOXに食品提供のご協力をお願いします～

・多くの子育て世帯にとって、進学に際し制服購入は大きな出費となります。
・卒業して不要となった制服が処分されてしまうのは「もったいない」ことです。
・社会福祉協議会では、子育て世帯の負担軽減、そして資源の有効・循環利用を推進することを
　目的として「譲っていただける方」から「譲って欲しい方」への橋渡しをする取り組みをしています。
※洗濯やクリーニング済の物で、名前のタグ等は可能な限り取ってからお持ちいただくようご協力下さい。

【回収対象】江戸崎総合高校の制服及びジャージ
【回収窓口】稲敷市社会福祉協議会　受付：平日 8：30～ 17：15
　　　　　　稲敷市江戸崎甲 1992 江戸崎福祉センター内　電話：029（892）5711

※譲って欲しい方は、社会福祉協議会までお問合せ下さい。
　数に限りがある事や、サイズ等希望に添えない場合がございます。

～まだ着られる制服や体操着をお預かりします‼～（学生服リサイクル事業）

生活上のお困りごとはありませんか？

※免除、猶予には一定の条件があります。

少額返済や返済の免除・猶予が出来る場合があります。

【問い合わせ先】
〇稲敷市社会福祉協議会　　０２９‐８９２‐５７１１
〇稲敷市自立相談支援機関　０２９‐８９２‐２０００
　（稲敷市役所生活福祉課内）　
　月～金 8:30 ～17:15（土・日曜日、祝日を除く）

・稲敷市役所玄関
・稲敷市社会福祉協議会
 （稲敷市江戸崎福祉センター）

・賞味期限が 2ヵ月以上ある未開封、
常温で保存可能な食品が対象です。

●きずなBOX（食料収集箱）設置場所 ●対象となる食品

〇毎月の返済が苦しい　　　　〇返済開始を遅らせたい
〇申請方法が分からない　　　〇仕事が決まらない等


